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要 旨
本調査 は, 在宅で要介護高齢者を介護する家族介護者 に お ける , シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス の利
用実態を明らか に し, 介護保険制度導入後 の シ ョ ー ト ス テイ サ - ビ ス の あり方を考え る こ と を目
的と した . 調査対象 は , 富山県 の 農村地域に 住む196名 の 家族介護者と し, そ の う ち92人 (46.9
%) か ら回答を得た. 調査 は郵送法に よる質問紙調査と し, 対象者が1999年度 にお い て 利用 した
シ ョ ー ト ス テイ サ ー ビ ス に関する利用回数 , 利用理 由, 満足感 に関する自己評価, サ ー ビ ス 充実
に つ い て の 今後 の 希望を調 べ た .
そ の結果は以下の 通 りで あ っ た.
(1) 家族介護者1人 あたり の 年間利用回数は 中央値4 (最小1 - 最大60) 回で あり , 1回利用あ
たり の滞在日数 は中央値6(最小1 . 最大60) 日で あ っ た.
(2) 家族介護者の シ ョ ー ト ス テ イ サ - ビ ス を利用する最も主要 な理 由は, 介護疲れ ･ 休養 で あ っ
た
.
(3) 家族介護者の71.7%は, 利用した こと に よ る満足感が高 い と自己評価して い た.
(4) 家族介護者は, 介護保険制度開始後の シ ョ ー ト ス テイ サ ー ビ ス に適量性, 適質性 , 利便性,
受容性を望ん で い た. シ ョ ー ト ス テイ サ ー ビ ス は家族介護者 の 介護負担 の 軽減 に有用 なサ ー ビ ス
で あり , 介護保険制度が導入され た後も, 行政 に よ っ て そ の 整備 の充実が図られる必要が ある.
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はじめに
現在, 我が 国で は, 急速な人 口 の 高齢化と後期
高齢者 の増加を背景に , 在宅要介護高齢者 の ケア
の 問題が 重要 な課題に な っ て い る
1)～ 3)
. 在宅要介
護高齢者 の ケア に は, 要介護高齢者本人 に対する
ケ ア と家族介護者 に対する ケ アが含まれるが , 家
族介護者 の 介護負担を い か に軽減するか とい う こ
とが最も現実的な課題 の 一 つ と考える .
家族介護者を直接的に支援する制度と して シ ョ ー
ト ス テイ サ ー ビ ス が代表的で あるが4) 5), 2000年4
月 の 介護保険制度 の 内容が明らか に なる に つ れ ,
利用日数の 制限や利用料の 問題も浮き彫りに なり,
現行 シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス 利用者 の 不安も大き
い
. そ こで 今回は, シ ョ ー ト ス テイ サ ー ビ ス 利用
の 実態を , 利用回数 , 満足度に関する自己評価,
介護保険制度導入後の 希望等の 点か ら明らか に し,
利用者 の ニ ー ズ をふ ま えた シ ョ ー ト ス テイ サ ー ビ
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ス の あり方や サ ー ビ ス 提供上 の課題を検討する こ
と を目的に本調査を実施 した.
研究方法
1
. 調査対象者
平成11年度に T県A町あ る い はB町の 行政手続
き を経て 指定施設 の シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス を 1
回以 上利用 した196名 の 主介護者を調査対象者と
した.
2 . 調査方法
平成12年5月か ら8月 に, 郵送法に よ る自記式
質問紙調査を実施 し92名 ( 回収率46.9%)より回
答を得た . 調査内容は, 対象者 (以下, 利用主介
護者とする) 及び被介護高齢者 (以下 , 利用高齢
者とする) の 状沢 , 平成11年度 に おける シ ョ ー ト
ス テ イ サ ー ビ ス 利用回数と滞在日数, 利用理 由,
利用に 対する満足度, 今後 へ の 希望で あ る. 今後
へ の 希望は自由記載で 回答を求 め, そ の 他の 項目
は4択法と した . 自由記載部 の 回答 に つ い て は,
カ テ ゴリ ー に分類 し, そ の 類似性や相違を検討し
た
. 自由記載以外 の 回答 に つ い て はそれぞれ の 分
布を求め た.
結 果
1. 利用者の状況
1) 利用圭介護者の状況
利用主介護者の 状況を表1 に示す. 主介護者は,
60. 69歳が36名 (39.1%)と最も多く , 次 い で50.
59歳が24名 (26.1 %), 70- 79歳が13名 (14.1% )
の 順で あ っ た. 性別は, 男性が17名 (18.5%),
女性が71名 (77.2% )で あ っ た . 家族形態は , 刺
用高齢者と の2人暮ら しの 者が12名 (13.0% ), そ
れ以外の 同居家族 の ある者が78名 (84.8% )で あ っ
た
.
2) 利用高齢者の状況
利用高齢者 の状況を表2 に示す. 利由高齢者は,
80- 89歳が49名 (53.3%) と最も多く, 次 い で90
- 99歳が23名 (25.0 %), そして70- 79歳12名 (13.0
%)の 順で あ っ た. 性別は, 男性が25名 (27.2%),
表1 利用介謙者 の状況 (n =92)
介護者の 特性 人数(%)
年齢 30- 39歳
40- 49歳
50- 59歳
60- 69歳
70- 了9歳
80- 89歳
性別 男性
女性
1( I. 1)
10(10. 9)
24(26. 1)
36(39, 1)
13(14. 1)
4( 4. 3)
17(18. 5)
71(77. 2)
家族の形 態
被介護者と2 人暮ら し 12(13. 0)
同居の家族あり 78(84. 8)
表 2 利用高齢者の状況 (n =92)
高齢者の 特徴 人数(%)
年齢 60- 69歳
70- 79歳
80- 89歳
90- 99歳
100歳 -
5( 5. 4)
12(13. 0)
49(53. 3)
23(25. 0)
1( 1. 1)
性別 男性
女性
日常生 活自立 度
ラ ン ク J
ラ ン ク A
ラ ン ク B
ラ ン ク C
痴呆症状 ない
ある
25(27. 2)
65(70. 7)
7( 7. 6)
16(17. 4)
29(31. 5)
38(41. 3)
24(26. 1)
64(69. 6)
女性が65名 (70.7 %) で あ っ た . 日常生活自立度
は, ラ ン ク C が38名 (41.3%) と最も多く , ラ ン
ク B が29名 (31.5 %), ラ ン ク Aが16名 (17.4%),
ラ ン ク J が 7名 (7.6%) の 順 で あ っ た. 痴呆症
状が あると答え た者が64名 (69.6 %) で あ っ た .
2. 年間利用回数と1 回利用あ たりの 滞在日数
平成11年度1年間 の 利用回数と 1回あたり の 平
均滞在日数を表 3に 示す.
対象者1人あ たり の 年間利用回数は 中央値が4
回で あり, 最小1回から最大60回に分布 して い た.
ま た , 1回利用あた り の 滞在日数は中央値が6 日
で あり , 最小 1 日か ら最大31日 に分布 して い た.
利用回数別人数をみると, 1回利用者が20名 (21.7
% )と最も多く, 次 い で , 2回利用16名 (17.4%),
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表 3 年間利用回数別人数及び果報利用回数
回数 利用実人数 (%) 累積利用回数
1回
2回
3回
4回
5-9回
10-14回
15-19回
20-24回
25-29回
30一 回
20 (21.7) 20
16 (17. 4) 52
9 (9. 8) 79
7 (7. 6) 107
15 (16.3) 206
12 (13.0) 347
3 (3.3) 396
2 (2.2) 44
4 (4.3) 551
4 (4.3) 740
5-9回利用15名 (16.3%) の 順で あ っ た . 累積利
用回数の 総数, つ ま り対象者92人 の総利用回数は
740回で あ っ た .
3 . 利用理由
総利用回数で み た利用理由を図1に示す.
92名 の 総利用回数740回 の うち , 利用理 由が 家
族 ･ 介護者側 の 理 由に よ る場合が580回 (78.4 %)
を 占めて い た. そ の 具体的内容は, 介護疲れ ･ 休
養が252回 (34.1%), 旅行が96回 (13.0% ), 仕
事が58回 (7.8% ), 冠婚葬祭が54回 (7.3%) で
あ っ た. 利用高齢者側 の 理 由に よ る場合 は136回
(18.4 %) で あ り , そ の 具体的内容 は入浴 サ ー ビ
ス の 利用83名 (ll.2% ), 気分転換49回 (6.6% )
で あ っ た .
4. 満足感に関する利用圭介護者の 自己評価
利用主介護者 の 利用に 関する満足感 の 自己評価
を表4 に示す.
現行 シ ョ ー ト ス テイ サ ー ビ ス に満足 して い ると
答えた者 は66名 (71.7% )で あ り, 満足で き な い
と答え た者 は19名 (20.7 %) で あ っ た. 現行 サ ー
ビ ス に満足して い る群 にお い て は80% 以上の者が ,
満足で きて い な い 群に お い て も, 70%以上 の 者が
全て の 評価項目にお い て 高い 評価を して い た .
ま た現行サ ー ビ ス に満足して い る群で は, 満足
で きて い な い 群に 比 べ , 情報が有効 に活用で きた
(p<0.01), 身体的負担が軽減し た (p<0.05), 精
神的負担が軽減 した (p<0.01) と回答 した者の 割
合が有意に 高か っ た .
介護疲 れ 一 休養
旅 行
仕事
冠 婚葬 祭
介 護者家族 の 病 気
家族 の 用 事
外 出
公 的 行 事
利用 高齢者 側 の 王甲由
入 浴 サ ー ビ ス の 利 用
被 介護者 の 気 分 転換
リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン
そ の 他 入 所 待 ち
不 明
0
回 数
図1 シ ョ ー トス テ イ利用理 由
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家族介護者の シ ョ ー ト ス テ イ利用実態
表 4 シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス に 関 す る介 護 者 の 評 価 人 数 (%)
満足の 群 n =66不満足の群 n =19
情報が 有効 に 利用で きた
ス ム ー ズな手続きが で きた
利用 した い と きに 利用 で きた
高齢者送迎 の た め の 交通手段 の 確保が で きた
身体 的負担 が軽減 した
精神 的負担 が軽減 した
経済 的負担 がなか っ た
65(98. 5)
58(87. 9)
64(97. 0)
64(97. 0)
66(100. 0)
64(97. 0)
55(83. 3)
14(73. 7) * * *
15(78. 9)
17(89. 5)
17(89. 5)
15(78. 9) * *
14(73. 7) * * *
14(73. 7)
* *pく0. 05, * * *pく0. 01(Ⅹ2検定)
5 . 介護保険制度開始後 における シ ョ ー トス テ イ
サ ー ビス に対する利用圭介護者の希望
利用主介護者 の 希望を図2に 示す. 介護保険制
度下 に お ける シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス に対する希
望 は大きく 4 つ の カ テ ゴ リ ー に 分類で きた .
第 1 は, 介護保険導入後 の シ ョ ー ト ス テ イ サ ー
ビ ス 利用日数 の制限 の排除, 職員 の増員, 時間 の
延長と い , つ た量的充実を求める希望で ｢適量性｣
と名付 ける ことが で き た. 第2 は, リ - ビリ テ ー
シ ョ ン機能を併せ持 っ な どシ ョ ー ト ス テ イ機能 の
拡大, 介護者と施設側の 情報交換会 の 開催, 高齢
者の 立場に立 っ たケ ア の 提供と い っ た, 質 の 充実
に関する もの で ｢適質性｣ と 名付 ける こ とがで き
た
. 第3 は, 周囲の 目の 厳 しさ , 陰 口 , 偏見 の 除
去な どで , こ れ はサ ー ビ ス を受 けやすい 社会を求
めて い る と い う意味で ｢受容性｣と名付ける こ と
図2､ シ ョ
ー トス テイ サ ー ビス に対する今後の 希望
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が で きた. 第4 は, 経済的な負担 の 軽減を求める
もの , 土日 の 送迎 へ の 希望, 情報をよ り簡単に得
られ る ことを望む等, 現在ある もの をよ り充実す
る こと を希望する などで , こ れ は シ ョ ー ト ス テイ
サ ー ビ ス の利用 しやすさを求めて い ると い う意味
で ｢利便性｣ と名付 ける こと がで き た.
考 察
1
.
シ ョ ー トス テ イサ ー ビ ス利用状況
利用高齢者 の 属性に 関 して は, 年齢 , 男女 の割
令, A D L自立度共に先行研究と同様の結果で あ っ
た5)
- 8)
. ま た本調査 に お い て は69.6%が 痴呆あ り
と答え て い たが , 先行研究で は痴呆症状 の 保有率
に つ い て 山田 ら6)が88.2% , 久保川ら8)が81.1%
と示 して おり , 今回の 調査で は これ らより低い結
果で あ っ た. こ の こ と は今回 の痴呆の 判定が家族
の 判断に基づ くも の で あ っ たため過小に報告され
たもの と考え られ た .
シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビス の 利用理由は介護疲れ ･
休養が最 も多く , 利用介護者は介護疲れ の軽減を
期待して シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス を利用して い る
こ とが 明らか に な っ た . こ の 結果は岩下らの 調査
と同様 で あ り7), ま た シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス 本
来の 目的も合致 して お り9), こ の 結果 は当然と い
え た.
2 . 現行サ ー ビ ス に対する満足感と介護保険導入
後の シ ョ ー トス テ イサ ー ビス へ の 希望
シ ョ ー ト ス テ イサ ー ビ ス 利用に満足して い る群,
満足で きな い 群共に , 全て の 評価項目に お いて 高
い 自己評価を示して い た. こ の こと は, 現行シ ョ ー
ト ス テ イ サ ー ビ ス が , 町行政 の全面的 バ ッ ク ア ッ
プに よ り予算 の 確保や職員 の 研修 , 各種サ ー ビ ス
と の連携等 の面 に お い て充実した体制の もとに 運
営さ れて い た こ とに よると考えられ た. 特に満足
して い る群に お い て は, ｢情報が有効 に 利用で き
た｣, ｢ 身体的負担が軽減 した｣, ｢精神的負担が軽
減した｣ と答え た者が有意に 多く, シ ョ ー ト ス テ
イ サ ー ビ ス に お ける適切な情報の 提供, 身体的 ･
精神的負担の 軽減が家族介護者の 満足感に与える
影響は大きい . ま た, 家族介護者 の 負担感の 軽減
に関 して は, 介護者の 健康度や介護意欲 の 向上 ,
介護 の 知識 の 獲得 , 介護技術 の 修得 に加え , 時間
的ゆと りが重要な条件で あると い わ れ る10) 1】)が ,
シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス は デイ サ ー ビ ス や ホ ー ム
ヘ ル プサ ー ビ ス に比 べ , 長期利用が可能 で あ る点
で , 家族介護者 の 時間的ゆとり の 部分を サ ポ ー ト
で き る ことが家族介護者の 身体的 ･ 精神的負担 の
軽減 に つ なが っ て い たと考えられ た .
しか し, シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス に対する具体
的な希望と して , 介護保険制度 の 導入に 伴う利用
日数 の制限に つ いて 批判する記述が数多くあ っ た.
調査時は介護保険制度導入目前で あり, 断片的な
情報が多く流れ て い たため , 家族介護者 の 不安が
大 きか っ た の は当然 で あるが , こ の 点 は家族介護
者の ヘ ル ス ニ ー ズ と して重要で ある . シ ョ ー ト ス
テ イ サ ー ビ ス 利用制限に つ い て は , そ の 後徐 々 に
改善策が打 ち出さ れ12) 13), ま た自治体 や各施設が
独自の 活動を取 り入れて い る こ ともあり , 今後に
期待 を持て る点で あるが, 市町村が より積極的に
家族介護者 の ニ ー ズ を把握し, 対応 して い く こと
が必要で あ ると思わ れた .
シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス を利用する家族介護者
は, 今後行政に 対して 適量性と適質性を強く求め ,
ま た社会に 対して 受容性を求め て い た . つ ま り ,
行政は これ ら家族介護者の ニ ー ズ に 応え るために ,
① シ ョ ー ト ス テイ サ ー ビ ス の 量を確保 し, 利用制
限を撤廃して 充実を目指すこと , ②質 を確保する
ため に職員 の 勉強会や研修を充実 し, 他職種だ け
で なく利用者と の 連携を持て る よ う コ ー デ ィ ネ ー
ト して い く こと , ③ シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス に 関
する情報 , 手続き , 送迎の あり方や自治体行政 の
充実 した バ ッ ク ア ッ プ体制な ど, 評価で き る点を
継続する こ と, ④社会的な偏見 を除去 し, シ ョ ー
ト ス テ イ サ ー ビ ス を気兼ね なく利用 で きる社会を
目指す ことが必要と なる .
本調査は , 介護保険制度導入以前 の 調査で ある
ため , 介護保険制度導入後の 現行制度と はサ ー ビ
ス 利用上 の手続き等に若干 の 異な りが あるが , 従
来制度の利用者 の 大部が現行制度に 移行して おり ,
ま た本結果 に示され たような本質的な気持 ちや期
待は同様と考え られる . 今後は現行制度 の 中で ,
そ の 気持ちや期待が どの よう に変化 して い くの か
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を考察 して い き たい .
結 語
シ ョ
ー ト ス テイ サ ー ビ ス は , 在宅で の 介護を サ
ポ ー ト し, 家族介護者 の 介護負担感を軽減する た
め の 資源と して 有用で あ る ことが示唆され た. 今
後 こ の サ ー ビ ス をさ らに 充実 したもの に するため
に , 行赦 は,
① シ ョ ー ト ス テ イ サ ー ビ ス の 量を確保 し, 刺
用制限を撤廃して 充実を目指す
② 質を確保する ため に職員 の 勉強会や研修を
充実 し, 他職種だけで なく利用者と の 連携を
持て る よう コ ー デ ィ ネ ー ト して い く
③ シ ョ ー ト ス テイ サ ー ビ ス に関する情報 , 辛
続 き, 送迎 の あり方 , 自治体行政 の 充実した
バ
ッ ク ア ッ プ体制な ど, 評価 で きる点を継続
する
④ 社会 的な偏見を除去 し, 気兼ねなく利用で
き る社会を目指す
こ とが重要で ある .
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The a ctu alc onditio n of Sho rt- stay - s er vice utilization
Ryo A B E
l)
,
M in ako N A K A B A Y A S H Il)
,
Ets uko K A JIT A2)
,
a nd Yu chi N A R U S El)
1) Depa rtm e nt of Co m m u nity a nd Ge r o ntologlC al Nu r sing, Scho ol of Nu rsing,
Toya m a M edicala nd Phar m a c e utic al Univ e r slty
2) scho olof Allied He alth Scie n ce s, Os aka Univ e rsity M edic al Scho ol
A bstra et
T he~pu rpo s e ofthis study w a sto cla rify the a ctu al c o nditio n ofthe sho rt-stay-se r vice
utilizatio n andto dis c u ss what the sho rt-stay-s e rvice sho uld be afte rtheintr odu ction of
the c a r ein s u r a n ce syste m fr o m afa mily c areglV er
'
s point ofview .
T be s ubje cts w e r e196 fa mily c a reglV e r S Wholiv ed in tw o r u r alto w n s, Toya m apr efe ctu r e,
and utilized a sho rt-stay-s e r vic e atle a st o n c efr o mApril1999to M a r ch 2000. T he qu e stio n-
n air e co n sisted ofthe fr equ ency a ndthe r e a son ofthe sho rt-stay- se r vic e utilizatio n, the
s elf- e stim atio n of s atisfa ctio n a ndthe requ lr e m e ntfo rthe s er vice. T he qu estio n n air e w a s
withdr a w nfr o m92(46.9%) c a regive r s.
The res ults w e r ea sfollo w s.
(1) A m edia nfr equ e n cy w a s4( min.1 - m a x.60) tim e s, a nd a m edia nle ngth of a stay
w a s6( min .1 - m a x.60)daysby afa mily ca r egiv e r.
(2) T hele ading re a s o n softhe sho rt- stay-s e r vice utiliz atio nfo r c a r eg
･iv e r s w e r e"fatigue
fr o m a ca r e" a nd "take a re st
"
(3) A bo ut72%of ca r egiv e r s sho w ed high s atisfa ctio nfo rthe sho rt-stay- s e r vic e utiliz a-
tio nby self- e stim atio n.
(4) T he require m e ntfor the shorヤーStay-Ser vice c onsisted of fo ur c oncepts, tho s e w e r e
"
adequ a cy , ap pr opriate n e ss
"
,
"
a c c e s sibility
"
a nd " a c c eptability
"タI ( (
It w a s cla rified that the sho rt-stay-s e r vic e w a sthe syste m that w a s effe ctiv efo rthe
r edu ctio n ofthe care burde n.
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